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～第39回栄村総合文化祭～
　「第39回栄村総合文化祭」と「第19回栄
村収穫祭」が今年も同時開催されました。
　栄ふるさと太鼓の皆さんによる演奏では、
息の合ったチームワークと力強く叩く太鼓
の音、気合の入ったかけ声に圧倒され、会
場を盛り上げました。（詳細P2へ）
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10
月
21
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ

た
「
栄
村
総
合
文
化
祭
」
及
び
「
栄

村
収
穫
祭
」
は
、
村
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
方
が
来
場
し
、
大
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
そ
れ

行
け
‼
ド
ン
ド
ン
み
ん
な
が
主
役

の
栄
村
‼
」。
今
年
か
ら
北
信
保
育

園
の
園
児
も
「
こ
ど
も
音
楽
発
表

会
」
に
加
わ
り
、
日
頃
練
習
し
て

き
た
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
会

場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
「
み
ん
な
の
ス
テ
ー
ジ
」

に
お
い
て
も
、
各
発
表
者
が
終
始

楽
し
み
な
が
ら
発
表
し
て
い
る
の

が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
「
栄
村
収
穫
祭
」
で
は
、

栄
村
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
新
米
や
地

元
野
菜
を
使
っ
た
天
ぷ
ら
の
試
食

会
を
実
施
し
、
長
蛇
の
列
が
で
き

ま
し
た
。
も
ち
つ
き
体
験
で
は
、

つ
き
た
て
の
お
餅
が
来
場
者
に
配

ら
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

栄
村
文
化
祭・収

穫
祭
が
同
時
開
催

さ
れ
ま
し
た

▲自分たちの手で育てた野菜を完売してピースサイン
　（北信保育園年長組の園児たち）

▲栄中学校の有志の集まりで結成されたダンスチーム
　㈱ポカエリアス生徒と先生も満面の決めポーズ

▲大きな口を開けて表情豊かに歌う栄小全校合唱
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天
候
不
順
の
夏
も
過
ぎ
去
り
、
栄
村

の
紅
葉
も
す
っ
か
り
進
み
ま
し
た
。

　

高
い
山
で
は
す
で
に
冬
の
季
節
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
里
に
下
り
て
く
る
の
も
、

も
う
す
ぐ
で
す
ね
。

　

さ
て
、
今
年
も
皆
様
お
待
ち
か
ね
の

ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
す
。

　

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
は
今
年
で

22
年
目
の
冬
を
迎
え
ま
す
が
、
大
雪
の
年
、

小
雪
の
年
、
色
々
な
シ
ー
ズ
ン
を
村
民

の
皆
さ
ん
と
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
長
期
予
報
で
は
大
雪
の
冬
に

な
り
そ
う
で
す
の
で
、
早
く
か
ら
楽
し

め
る
と
良
い
で
す
ね
。

　

さ
て
、
そ
ん
な
今
シ
ー
ズ
ン
の
オ
ー

プ
ン
は
12
月
16
日
（
土
）
で
す
。

　

今
年
も
平
日
は
初
心
者
用
リ
フ
ト
を

運
休
し
ま
す
が
、
代
わ
り
に
山
頂
リ
フ

ト
を
営
業
し
ま
す
の
で
、
シ
ー
ズ
ン
中

は
い
つ
で
も
1
，5
0
0
m
の
滑
走
を
楽

し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

リ
フ
ト
券
の
情
報
で
す
が
、
今
年

は
村
民
高
校
生
の
シ
ー
ズ
ン
券
を
8
，

0
0
0
円
で
販
売
し
ま
す
の
で
、
高
校

生
の
皆
さ
ん
も
お
も
い
っ
き
り
冬
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

　

高
校
を
卒
業
し
た

皆
さ
ん
は
、「
雪
マ

ジ
19
」（
19
歳
リ
フ

ト
無
料
）
や
「
雪
マ

ジ
20
」（
20
歳
リ
フ

ト
半
額
）
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

雪
マ
ジ
の
ご
利
用

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
事
前
に
登
録
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
お
忘
れ
な
く
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
雪
マ

ジ
19
の
対
象
者
は
、

平
成
10
年
4
月
2

日
～
平
成
11
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
方

で
、
雪
マ
ジ
20
の
対

象
者
は
平
成
9
年

4
月
2
日
～
平
成
10
年
4
月
1
日
生
ま

れ
の
方
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え

の
無
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
今
年
も
12
月
に
村

民
割
引
証
券
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご

家
族
、
ご
親
戚
等
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
例
年
好
評
の
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
シ
ー
ズ
ン
レ
ン
タ
ル
を
今
年

も
行
い
ま
す
。

　

受
付
期
間
は
11
月
17
日
～
11
月
27
日

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
告
知

放
送
で
も
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
村
民
皆
様
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 【
問
合
せ
先
】

　

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場

　
（
商
工
観
光
課
）

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
３
３
5

▲2017／18シーズンのポスター

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場

２
０
１
７-

２
０
１
８
シ
ー
ズ
ン
情
報
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○
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
？

・
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
事

業
主
が
従
業
員
の
個
人
住
民
税
を
給
与

か
ら
差
し
引
い
て
納
税
す
る
制
度
で
す
。

・
原
則
す
べ
て
の
従
業
員
の
特
別
徴
収

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
長
野
県
と
市
町
村
は
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
を
徹
底
し
ま
す
。

・
平
成
30
年
度
か
ら
、
原
則
す
べ
て
の

事
業
主
の
皆
さ
ま
に
特
別
徴
収
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

県
庁
市
町
村
課

　

☎
０
２
６
-２
３
５
-７
０
６
８

　

会
計
税
務
課　

税
務
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
１

　

家
屋
な
ど
の
建
物
は
固
定
資
産
税
の

課
税
対
象
で
す
。
新
築
・
増
築
ま
た
は

解
体
を
し
た
と
き
は
、
会
計
税
務
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

家
屋
を
新
築
ま
た
は
解
体
し

た
ら
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

信
濃
中
野
税
務
署
で
は
左
記
の
と
お

り
記
帳
や
決
算
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
説
明
会
で
使
用
す
る
資
料
は

当
日
配
布
し
ま
す
。

　

信
濃
中
野
税
務
署
で
は
、
給
与
所
得

者
に
係
る
年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
事
前
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
出
席
の
際
に
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①
飯
山
会
場
（
飯
山
市
公
民
館
）

◇
日　

時　

　

平
成
29
年
11
月
21
日
（
火
）

　

1
回
目
：
午
前
10
時
～
正
午

　

2
回
目
：
午
後
1
時
30
分
～

　
　
　
　
　
午
後
3
時
30
分

②
中
野
会
場
（
中
野
市
公
民
館
）

◇
日
時

　

平
成
29
年
11
月
20
日
（
月
）

　

1
回
目
：
午
前
10
時
～
正
午

　

2
回
目
：
午
後
1
時
30
分
～

　
　
　
　
　
午
後
3
時
30
分

【
問
合
せ
先
】

　

信
濃
中
野
税
務
署

　

☎
０
２
６
９
-２
２
-３
１
５
１

　
（
音
声
案
内
に
従
い
、
２
番
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
）

平
成
29
年
度
記
帳
説
明
会
及

び
決
算
説
明
会
の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
み
な
さ
ん
個
人
住
民
税

は
特
別
徴
収
で
収
め
ま
し
ょ
う

平
成
29
年
分
年
末
調
整

説
明
会
の
お
知
ら
せ

◇
新
築
・
増
築
の
場
合

　

役
場
の
担
当
者
が
家
屋
調
査
を
実
施

し
、
翌
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。

◇
解
体
の
場
合

　

届
出
書
を
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

役
場
の
担
当
者
が
解
体
さ
れ
た
こ
と

を
確
認
し
、
翌
年
度
か
ら
課
税
対
象
外

に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

会
計
税
務
課　

税
務
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
１

　

村
内
に
あ
る
居
住
可
能
な
空
き
家
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
移
住
及

び
定
住
の
促
進
や
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、（
一
社
）
長
野
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
と
連
携
し
て
、
空
き
家
の
売

買
及
び
賃
貸
に
関
す
る
情
報
を
空
き
家

の
利
用
希
望
者
に
提
供
す
る
空
き
家
バ

ン
ク
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

村
内
で
空
き
家
を
所
有
又
は
管
理
さ

れ
、
本
制
度
を
利
用
し
て
空
き
家
の
売

却
又
は
賃
貸
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
特

命
対
策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

特
命
対
策
課

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
１

空
き
家
バ
ン
ク
を

　
　
　
　
始
め
ま
し
た

記帳説明会
対象者 開催日時 開催時間 開催会場

農業取得を有する者
（青色及び白色申告者） 11月6日（月） 午前10時～ 中野市公民館

営業所得又は不動産所得を有する者
（青色及び白色申告者） 11月6日（月） 午後2時～ 中野市公民館

決算説明会
対象者 開催日時 開催時間 開催会場

農業所得を有する者
（青色申告者） 12月7日（木） 午前10時～ 飯山市公民館

営業所得及び不動産所得を有する者
（青色申告者） 12月7日（木） 午後2時～ 飯山市公民館



（5） 平成29年11月1日広 報 さ か え
　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込

額
を
確
認
し
、
未
来
の
設
計
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
い
つ
で

も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る

ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ

い
て
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に
様
々

な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、

長
野
北
年
金
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

長
野
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
６
-２
４
４
-４
１
０
０

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し
て

　

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
飛
沫
感
染

に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、
感
染
や
感
染

し
た
場
合
の
重
篤
な
合
併
症
な
ど
を
予

防
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
感
染
予
防
の
た
め
、
予

防
接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
《
栄
村
診
療
所
の
接
種
料
金
》

・
中
学
生
以
下
子
ど
も　

2
，5
0
0
円

・
高
校
生
以
上
大
人　
　

3
，5
0
0
円

《
補
助
対
象
者
と
補
助
金
額
》

◇
中
学
生
以
下
の
方

　

補
助
金
額　

1
，2
5
0
円

　
（
1
回
に
つ
き
）

※
13
歳
未
満
は
2
回
接
種

◇
65
歳
以
上
の
方

　

補
助
金
額　

1
，6
0
0
円

　

近
隣
の
医
療
機
関
で
は
、
接
種
料
金

か
ら
補
助
金
を
差
引
い
た
額
で
請
求
さ

れ
ま
す
。

※
65
歳
以
上
の
方
は
、
こ
の
補
助
制
度

を
利
用
し
て
近
隣
の
医
療
機
関
で
も

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
接
種

料
金
は
医
療
機
関
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

※
栄
村
診
療
所
で
は
予
約
無
し
で
接
種

い
く
た
め
に
は
、
家
庭
の
温
か
い
愛
情

が
大
切
で
す
。
し
か
し
、
様
々
な
事
情

か
ら
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
自
ら
の

家
庭
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛
情
の
中

で
育
て
て
く
だ
さ
る
方
を
「
里
親
」
と

い
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
様
に
里
親
制
度
に
つ
い
て

理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
新
規

の
養
育
里
親
の
開
拓
を
目
的
に
、
左
記

の
と
お
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
日
時

　

平
成
29
年
11
月
28
日
（
火
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分
ま
で

◇
会
場　

須
坂
市
防
災
活
動
セ
ン
タ
ー

　
（
須
坂
市
大
字
小
山
1
2
7
9
-2
）

◇
申
込
み

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
①
氏
名
、
②

連
絡
先
を
、
11
月
24
日
（
金
）
ま
で
に

長
野
県
児
童
相
談
所
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

　

長
野
県
児
童
相
談
所　

広
域
支
援
セ

ン
タ
ー

　

☎
０
２
６
-2
3
8
-8
0
3
0

　

FAX
０
２
６
-2
3
8
-8
0
2
5

　
Ｅ
メ
ー
ル
／

　

koiki-shien@
pref.nagano.lg.jp

11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）

日
は「
年
金
の
日
」で
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

料
金
及
び
補
助
金
に
つ
い
て

「
里
親（
家
庭
養
護
）推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
～
こ
ど
も
た
ち
の
幸
せ
の

た
め
に
～
」の
開
催
に
つ
い
て

で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

健
康
支
援
課　

健
康
増
進
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
０
２
０

　

栄
村
民
生
児
童
委
員
協
議
会
に
対
し
、

今
回
「
優
良
単
位
民
生
児
童
委
員
協
議

会
表
彰
」
を
受
け
ま
し
た
。

　

表
彰
に
至
っ
た
内
容
と
し
て
、
長
野

県
北
部
地
震
に
よ
り
、
避
難
所
生
活
を

強
い
ら
れ
た
被
災
者
の
方
々
に
対
し
、

支
援
や
心
配
ご
と
相
談
な
ど
積
極
的
な

活
動
を
行
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
全
国
各

地
の
民
児
協
等
諸
団
体
か
ら
の
視
察
対

応
へ
の
対
応
に
も
積
極
的
に
応
え
、
震

災
の
経
験
を
伝
え
る
活
動
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

優
良
単
位
民
生
児
童
委

員
協
議
会
表
彰
を
受
賞

▲栄村民生児童委員協議会の皆さん
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半
世
紀
の
悲
願
で
あ
っ
た
、
一
般
県

道
箕
作
飯
山
線
の
未
供
用
区
間
の
一
部
、

箕
作
平
滝
大
橋
が
開
通
し
ま
す
。
神
事
・

開
通
式
を
左
記
の
と
お
り
挙
行
し
ま
す

の
で
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

平
成
29
年
11
月
15
日

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

◇
場
所　

小
箕
作
地
区

　

9
月
21
日
（
木
）
村
内
工
事
現
場
の

見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
参
加
の

方
は
少
数
で
し
た
が
、
普
段
入
る
こ
と

が
で
き
な
い

現
場
を
見
る

こ
と
が
で
き

た
の
で
、
大

変
好
評
で
し

た
。
な
か
で

も
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
を
使

用
す
る
道
路

拡
幅
現
場
で

　

株
式
会
社
竹
花
組　

飯
水
営
業
所

　

所
長　

依
田
裕
明

◆
工
事
名　

平
成
29
年
度　

防
災
・
安

　

全
交
付
金
事
業

◇
箇
所
名　

栄
村
大
字
堺
字
極
野

◇
内　

容　

　

極
野
集
落
奥
の
法
面
対
策
工
事
で
す
。

　

吹
付
枠
工　

L
＝
16
・
3
m

　

S
L
＝
4
・
3
m　

A
＝
70
・
1
㎡

◇
工　

期　

平
成
29
年
10
月
17
日
～

　
　
　
　
　

平
成
29
年
12
月
15
日

◇
契
約
金
額　

3
，4
0
2
，0
0
0
円

◇
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社　

廣
瀬
建
設

　

代
表
取
締
役　

廣
瀬
政
之

◆
工
事
名　

平
成
29
年
度　
29
災
公
共

　

土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事

◇
箇
所
名　

栄
村
大
字
北
信
字
中
条

◇
内　

容　

　

7
月
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
被
災
し

た
中
条
地
区
の
道
路
路
肩
復
旧
工
事

で
す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
積
工　

L
＝
5
・
9
m

　

S
L
＝
4
・
5
～
5
・
7
m

　

A
＝
31
㎡
ほ
か

◇
工　

期　

平
成
29
年
10
月
16
日
～

　
　
　
　
　

平
成
29
年
12
月
25
日

◇
契
約
金
額　

3
，4
0
2
，0
0
0
円

◇
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社　

廣
瀬
建
設　

　

代
表
取
締
役　

廣
瀬
政
之

◆
工
事
名　

平
成
29
年
度　
29
災
公
共

　

土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事

◇
箇
所
名　

栄
村
大
字
堺
字
極
野

◇
内　

容

　

7
月
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
り
被
災
し

た
鳥
甲
線
の
道
路
路
肩
復
旧
工
事
で
す
。

　

軽
量
盛
土
工　

L
＝
13
・
0
m

　

V
＝
79
㎥

　

植
生
マ
ッ
ト
工
A
＝
1
0
0
㎡ 

ほ
か

◇
工　

期　

平
成
29
年
10
月
16
日
～

　
　
　
　
　

平
成
30
年
3
月
30
日

◇
契
約
金
額　
１
２
，9
0
6
，0
0
0
円

◇
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社
竹
花
組
飯
水
営
業
所　

　

所
長　

依
田
裕
明

◆
業
務
名　

平
成
29
年
度　

橋
梁
長
寿

　

命
化
計
画
再
作
成
委
託
業
務

◇
箇
所
名　

栄
村　

村
内
一
円

◇
内　

容

　

平
成
27
か
ら
28
年
度
に
実
施
し
た
橋

梁
定
期
点
検
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

計
画
の
見
直
し
を
行
う
業
務
で
す
。

◇
工　

期　

平
成
29
年
10
月
16
日
～

　
　
　
　
　

平
成
30
年
3
月
30
日

◇
契
約
金
額　

3
，2
4
0
，0
0
0
円

　

契
約
の
相
手
方

　

国
土
監
理
株
式
会
社　

　

代
表
取
締
役
社
長　

安
藤
達
也

は
、
本
当
に
こ
れ
で
大
丈
夫
な
の
…
？ 

そ
ん
な
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
来
年
度

も
行
う
予
定
で
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ

ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
業
務
名　

平
成
29
年
度　

道
路
台
帳

　

整
備
委
託
業
務

◇
箇
所
名　

栄
村
大
字
堺
字
和
山

◇
内　

容

　

和
山
岐
線
の
道
路
台
帳
整
備
で
す
。

◇
工　

期　

平
成
29
年
10
月
16
日
～

　
　
　
　
　

平
成
30
年
3
月
30
日

◇
契
約
金
額　

1
，1
8
8
，0
0
0
円

◇
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社
し
な
測

　

代
表
取
締
役　

久
保
田
保
雄

◆
工
事
名　

平
成
29
年
度　

村
単
法
面

　

改
修
工
事　

小
赤
沢
地
区

◇
箇
所
名　

栄
村
大
字
堺
字
小
赤
沢

◇
内　

容

　

楽
養
館
上
部
の
水
源
付
近
に
あ
る
フ

ト
ン
篭
の
修
繕
で
す
。

◇
工　

期　

平
成
29
年
10
月
16
日
～

　
　
　
　
　

平
成
29
年
12
月
15
日

◇
契
約
金
額　

1
，7
2
8
，0
0
0
円

◇
契
約
の
相
手
方

箕
作
平
滝
大
橋
の

　  
開
通
式
に
つ
い
て

平
成
29
年
度 

入
札
結
果
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

現
場
見
学
会
を

　
　  

行
い
ま
し
た
！

▲見学会の様子
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公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村
振
興

協
会
の
地
域
活
動
助
成
事
業
（
宝
く
じ

普
及
広
報
事
業
）
を
活
用
し
て
次
の
備

品
を
整
備
し
ま
し
た
。

◇
消
防
団
用
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

※
こ
の
事
業
は
、
市
町
村

宝
く
じ
助
成
金
が
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
当
時
、
林
退
共
制
度
に
加

入
し
て
い
た
、
も
し
く
は
加
入
し
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
方
で
、
退
職
金
を
ま

だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
当
時

の
加
入
の
有
無
に
つ
き
ま
し
て
も
、
確

認
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
最
寄

り
の
支
部
又
は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
0
3
-6
7
3
1
-2
8
8
7

　

日
頃
、
あ
な
た
と
同
じ
よ
う
に
自
宅

で
介
護
し
て
い
る
方
と
お
話
し
ま
せ
ん
か
。

ま
た
元
気
に
過
ご
し
て
い
け
る
よ
う
に

疲
れ
や
関
節
の
痛
み
を
解
消
す
る
簡
単

な
体
操
を
保
健
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
伝
授
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◇
日　

時　

　

平
成
29
年
11
月
10
日
（
金
）

　

午
後
2
時
～
午
後
3
時
ま
で

◇
場　

所

　

栄
村
役
場
地
階
会
議
研
修
室

◇
対
象
者

　

高
齢
者
を
自
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方

◇
内　

容

　

介
護
者
交
流
会

　
（
肩
こ
り
腰
痛
予
防
体
操
、
お
茶
飲
み
会
）

◇
申
込
み

　

参
加
希
望
の
方
は
十
一
月
八
日
ま
で

に
介
護
支
援
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

送
迎
が
必
要
な
方
は
お
申
し
込
み
の
際

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

　

健
康
支
援
課 

介
護
支
援
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
３
０
１

　
高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学

中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的

な
融
資
制
度
で
す
。
お
子
さ
ま
１
人
に
つ

き
3
5
0
万
円
以
内
を
、
固
定
金
利
【
年

1
・
８
１
％
（
平
成
29
年
9
月
13
日
現

在
）】
で
利
用
で
き
、
在
学
期
間
内
は
利

息
の
み
の
ご
返
済
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で

検
索
し
て
い
た
だ
く
か
、
左
記
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
融
資
額
：
お
子
さ
ま
一
人
あ
た
り

　

3
5
0
万
円
以
内

◇
金
利
：
年
1
・
８
１
％
固
定
金
利

◇
返
済
期
間
：
15
年
以
内

◇
返
済
方
法
：
毎
月
元
利
均
等
返
済

　
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

◇
保
証
：（
公
財
）
教
育
資
金
融
資
保
証

基
金
（
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保
証
も
可
能
）

【
問
合
せ
先
】

　

日
本
政
策
金
融
公
庫　

長
野
支
店

　

国
民
生
活
事
業

　

☎
０
２
６
-２
３
３
-２
１
４
１

　
法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
11
月
13
日
（
月
）

か
ら
11
月
19
日
（
日
）
ま
で
の
間
を
「
全

国
一
斉
『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』

強
化
月
間
」
定
め
ま
し
た
。

　
『
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
』
は
、

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
相
談

を
受
け
る
専
用
電
話
で
す
。

　

左
記
の
と
お
り
受
付
け
時
間
を
延
長
し

て
相
談
を
受
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
日　

時

　

11
月
13
日
（
月
）
～
11
月
19
日
（
日
）

　

午
前
8
時
～
午
後
7
時
ま
で

※
た
だ
し
、
土
曜
・
日
曜
は
午
前
10
時
～

午
後
5
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

◇
相
談
料　

無
料

【
問
合
せ
先
】

　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
-０
７
０
-８
１
０

　

http://w
w

w.jinken.go.jp

地
域
活
動
助
成
事
業
に
よ
り

消
防
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退

共
）の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

「
家
庭
介
護
者
の
集
い
」

の
開
催
に
つ
い
て

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」日
本

政
策
金
融
公
庫
の
ご
案
内

ひ
と
り
で
悩
ま
ず

  

電
話
し
て
く
だ
さ
い
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◆
ご
み
処
理
の
経
費

　

ご
み
１
ト
ン
あ
た
り
の
処
理
経
費

　

	

３
万
５
４
６
７
円

　
一
人
あ
た
り
の
処
理
経
費

	

１
万
２
９
４
４
円
／
年

　
一
世
帯
あ
た
り
の
処
理
経
費

	

３
万
５
０
２
１
円
／
年

◆
年
間
利
用
実
績	

３
２
５
件

	
（
内
栄
村　
４
５
件
）

◆
斎
場
の
経
費　

　

火
葬
一
件
あ
た
り
の
経
費

  	

５
万
７
４
５
８
円

◆
し
尿
の
量

　

総
搬
入
量	

６
７
７
７
㎘

　
＊
ド
ラ
ム
缶	

３
万
３
８
８
５
本
分

	

（
内
栄
村 

４
５
５
㎘
）

　

前
年
度
対
比　
３
・
6
％
の
減

○
内　

訳

　

し
尿
搬
入
量	

２
６
３
４
㎘

　

浄
化
槽
汚
泥
搬
入
量	

４
１
４
３
㎘

平成28年度歳入歳出決算（単位：千円）

入ったお金（歳入）
3億1千347万円

使ったお金（歳出）
2億8千630万6千円

財政調整基金
からの繰入金

（
28 8 ,17 9）52 . 9 7％

（
3 3 0 ,7 7 8）6 0 . 8

0％

斎場組合費 
9.74%（43,112）

津南町     5.39%（23,857）
十日町市  3.21%（14,197）
栄　村     1.14%（5,058）

手数料
5.50％

（17,228）

繰入金
4.31％（13,504）

諸収入
3.22％

（10,096）

使用料
4.90％

（15,366）

斎場、ごみ・
し尿処理場
使用料

最終処分場
の施設維持
管理費等

平成27年度
の繰越金

土地貸付料
利子積立等

くず鉄、古紙等
リサイクル品の
売却等

総務費
11.83％
（33,873）

清掃総務費
2.31％
（6,617）

塵芥処理費
46.97％ 
（134,461）

し尿処理費
27.05％
（77,455）

最終処分場費
4.89％

（14,003 ）

議会費
0.06％（168）

斎場費
6.89％

（19,729）

議会運営費

組合全体の一般管理費、
監査委員費及び基金積立金等

74.92％（376,868
）

（

252,266） 88.1
1％

斎場の施設維持
管理費等

ごみ処理場
の施設維持
管理費等

歳出
286,306

千円

津南町
48.93%
（153,375）

関係市町村の
負担金

歳入
313,470

千円

財産収入
0.01％（43）

十日町
11.08％
（34,740）

栄村
11.31％
（35,465）

繰越金
10.74％
（33,653）

（2 52 ,710）57.
0 8
％

 （
2 2 3 , 5 8 0）71

. 3

2％

ごみ処理・
し尿汲取・
許可申請
手数料

し尿処理場
の施設維持
管理費等

◎歳入／313,470千円 － 歳出／286,306千円 ＝ 27,164千円  は次年度へ繰り越し

使用料
及び
手数料
 10.40%
 （32,594）

　

津
南
町
・
十
日
町
市
（
旧
中
里
村
・

旧
松
之
山
町
の
区
域
）・
栄
村
の
３
市
町

村
で
構
成
し
、
火
葬
・
ご
み
・
し
尿
等

の
共
同
処
理
を
行
っ
て
い
る
『
津
南
地

域
衛
生
施
設
組
合
』
の
平
成
28
年
度
の

一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
ご
み
の
量

　

総
搬
入
量　

  

４
３
６
１
ト
ン

　
　
（
内
栄
村　
５
８
５
ト
ン
）

　

前
年
度
対
比  　
４・３
％
の
減

○
内　

訳

　

燃
え
る
ご
み　
　
　

	

３
５
８
９
ト
ン

　

金
属
ご
み	

１
１
３
ト
ン

　

空
び
ん	

１
１
７
ト
ン

　

空　

缶	
 

５
０
ト
ン

　

埋
め
立
て
ご
み	

５
５
ト
ン

　

古　

紙	

４
１
７
ト
ン

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
イ	

２
０
ト
ン

一
人
あ
た
り
の
排
出
量	

３
６
５
㎏
／
年

一
世
帯
あ
た
り
の
排
出
量　

　
　
　
　

	
 

９
８
７
㎏
／
年

◆
し
尿
処
理
の
経
費

　

し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥
１
㎘
あ
た
り

　
の
処
理
経
費	

１
万
２
６
０
８
円

◆
平
成
28
年
度
末
基
金
残
高

　
６
３
５
３
万
３
５
１
２
円
（
前
年
比
９
５
９
万
５
７
８
６
円
の
増
）

◆
借
入
金
の
状
況

　

平
成
26
年
度
末
を
も
っ
て
借
入
金
償
還
完
了
。
平
成
26
年
度
以
降
借
入
金
な
し
。

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

財
政
事
情
公
表

ご
み
、
し
尿
処
理
等
に
使
っ
た
お
金
・
・
・
・
・
１
億
５
４
６
８
万
円

処
理
場
に
運
び
込
ま
れ
た
ご
み
の
量
・
・
・
・
・
・
・
４
３
６
１
ト
ン

【
財
務
・
処
理
状
況
の
問
合
せ
先
】

　
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　
☎
０
２
５
︲
７
６
５
︲
３
４
９
５

◇
ご
み
処
理
業
務

◇
斎
場
業
務

◇
し
尿
処
理
業
務
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ふ
る
さ
と
・
春
の
小
川
・
も
み
じ
・

朧
月
夜
な
ど
の
唱
歌
を
作
詞
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
国
文
学
者
の
高
野
辰
之
が
、

栄
村
へ
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

辰
之
が
長
野
師
範
学
校
の
学
生
時
代
、

秋
山
郷
を
ぜ
ひ
訪
ね
て
み
た
い
と
思
い

立
ち
、
友
人
た
ち
と
計
画
し
た
の
で
す
。

明
治
二
十
九
年
の
八
月
十
七
日
、
永
田

村
（
現
在
の
中
野
市
永
田
）
の
生
家
を

出
発
し
、
飯
山
か
ら
千
曲
川
沿
い
を
歩
き
、

そ
の
日
は
岡
山
村
藤
沢
の
友
人
宅
で
一

泊
し
、
翌
日
は
、
白
鳥
の
月
岡
荘
逸
と

合
流
し
ま
し
た
。

　

平
滝
の
渡
し
場
で
千
曲
川
を
越
え
、

箕
作
の
常
慶
院
と
島
田
家
に
立
ち
寄
り

ま
し
た
。
常
慶
院
で
は
『
秋
山
温
泉
記
』

と
い
う
書
物
を
見
せ
て
も
ら
い
、
江
戸

時
代
に
秋
山
の
庄
屋
だ
っ
た
島
田
家
で

は
、
秋
山
の
様
子
に
つ
い
て
情
報
を
得

ま
し
た
。
夕
刻
に
な
っ
て
月
岡
、
大
巻
、

小
滝
の
集
落
を
抜
け
て
志
久
見
峠
を
め

ざ
し
ま
し
た
。
長
瀬
に
住
ん
で
い
る
斉

藤
源
太
郎
の
家
へ
向
か
う
た
め
で
し
た
。

日
が
暮
れ
、
強
い
風
が
吹
き
だ
し
、
草

の
生
い
茂
っ
た
道
に
迷
い
、
心
細
さ
を

感
じ
た
よ
う
で
す
。
途
中
で
農
夫
に
出

会
い
道
を
尋
ね
、
や
っ
と
の
思
い
で
斉

藤
家
に
た
ど
り
着
き
し
た
。

　

翌
日
は
秋
山
郷
ま
で
の
道
案
内
人
と

し
て
、
十
五
歳
の
力
蔵
と
い
う
少
年
を

雇
い
ま
し
た
。
こ
の
子
は
強
健
の
上
に
、

よ
く
し
ゃ
べ
り
よ
く
走
る
子
で
し
た
。

去
年
だ
け
で
も
小
赤
沢
へ
六
回
も
往
復

し
た
と
い
う
の
で
す
。
た
の
も
し
い
力

蔵
に
導
か
れ
、
志
久
見
川
を
越
え
て
加
用
、

百
の
木
、
日
出
山
を
通
っ
て
秋
山
郷
へ

向
か
い
ま
し
た
。（
参
考
、
高
野
辰
之
「
秋

山
紀
行
」）

　
つ
づ
き
は
次
回
以
降
に
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◇
◇

村
史
編
纂
室
か
ら
⑦
◇
◇

栄
村
を
訪
れ
た
高
野
辰
之

　
今
月
は
森
の
滝
澤
小
遥
さ
ん
の
「
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
と
は
、

花
や
葉
、
枝
な
ど
の
花
材
を
生
け
る
こ
と

を
表
し
、「
西
洋
風
い
け
ば
な
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
花
材
や
花
器
の
特
徴
を
活
か
し
、
ゼ
ロ

か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
て
創
り
上
げ
る
「
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
そ
の
魅
力
に
つ

い
て
伺
う
と
、「
正
解
が
な
い
と
こ
ろ
が

難
し
い
。
た
だ
そ
の
中
で
自
分
が
思
い
描

い
た
作
品
が
形
と
し
て
出
来
上
が
っ
た
と

き
の
達
成
感
が
楽
し
い
で
す
」
と
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　
滝
澤
さ
ん
は
高
校
2
年
生
の
時
に
「
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」
を
知
り
そ
の

後
、
授
業
の
研
究
課
題
や
放
課
後
、
時
に

は
休
日
も
学
校
に
行
き
、
練
習
を
積
み
重

ね
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
練
習
の
成
果
も
あ
り
、
6
月
に
行

わ
れ
た
長
野
県
大
会
で
は
見
事
優
秀
賞
を

獲
得
し
、
10
月
21
日
（
土
）
に
秋
田
で
開

催
し
た
全
国
大
会
へ
県
代
表
と
し
て
、
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
で
は
60
分
と
い
う
時
間
の
中

で
、
指
定
さ
れ
た
花
材
、
花
器
を
使
用
し
、

デ
ザ
イ
ン
を
決
め
、
ま
た
制
作
し
た
作
品

の
説
明
文
を
書
き
、
作
業
後
の
片
付
け
ま

で
が
採
点
基
準
と
な
る
、
非
常
に
タ
イ
ト

な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
ど
の
よ
う
な
想
い
で
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
創
り
た
い
か
伺
う
と
、

「
材
料
な
ど
の
関
係
で
、
後
戻
り
が
で
き

な
い
中
で
の
作
業
と
な
る
の
で
、
緊
張
感

が
あ
る
が
、
自
分
が
思
い
描
く
作
品
を
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
今
ま
で
に
な
い
作
品
を

創
り
あ
げ
、
多
く
の
人
に
見
て
感
動
し
て

も
ら
え
る
作
品
に
し
た
い
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

▲栄村総合文化祭でも展示されました。
▲滝澤さんの全国大会
での作品

▲若い頃の辰之
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出
せ
る
幻
想
的
な
世
界
は
と
て
も
魅
力

的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

10
月
は
い
よ
い
よ
本
格
的
な
紅
葉
観

光
に
向
け
て
、
お
客
様
へ
の
お
も
て
な

し
企
画
と
し
て
切
明
温
泉
前
に
て
昼
食

提
供
と
土
産
販
売
「
郷
の
市
」
に
挑
戦

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

秋
山
郷
の
原
木
な
め
こ
汁
と
ス
パ
イ

ス
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
調
合
し
栄
村
の
キ

ノ
コ
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
カ
レ
ー
を
販

売
し
ま
し
た
。

　

紅
葉
に
彩
ら
れ
た
秘
境
秋
山
郷
は
お

客
様
に
と
っ
て
は
非
日
常
の
特
別
な
世

界
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
非
日
常

的
な
食
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た

土
地
の
物
に
少
し
で
も
触
れ
て
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
一
つ
心
に
残
る
旅

の
思
い
出
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。

　

好
景
気
、
秘
境
ブ
ー
ム
の
時
代
に
比

べ
れ
ば
確
か
に
お
客
様
の
数
は
少
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
お
店
も
宿
も
減
っ

て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
秋
山
郷
に
は
こ
の
大
自
然
の
美
し

さ
に
惹
か
れ
て
訪
れ
る
方
は
今
も
沢
山

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

秋
山
郷
の
秋
は
と
て
も
忙
し
く
、
美

し
い
紅
葉
の
中
で
あ
っ
と
い
う
間
に
時

間
が
過
ぎ
、
気
づ
け
ば
初
め
て
の
冬
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
、
10
月
は
観
光
協
会
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
9
月
23
日
秋
山
地
区
上
野
原
集

落
の
天
池
に
て
、
キ
ャ
ン
ド
ル
イ
ベ
ン

ト
「
夢
灯
」
が
開
催
さ
れ
当
日
は
秋
山

G
O
会
に
よ
る
振
る
舞
い
や
横
浜
栄
区

「
劇
団
ぽ
か
ぽ
か
」
さ
ん
に
よ
る
公
演
も

あ
り
華
や
か
な
夜
と
な
り
ま
し
た
。
4

回
目
を
迎
え
3
0
0
名
超
の
お
客
様
に

お
越
し
頂
き
、
初
め
て
秋
山
郷
へ
お
越

し
い
た
だ
い
た
方
や
村
内
の
方
で
も
夜

の
秋
山
は
初
め
て
と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ド
ル
イ
ベ
ン
ト
は
全
国
各
地

で
様
々
な
形
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

森
の
中
に
キ
ャ
ン
ド
ル
が
灯
る
光
景
は

珍
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

夕
暮
れ
時
に
浮
か
ぶ
鳥
甲
山
の
シ
ル

エ
ッ
ト
と
水
面
に
広
が
る
キ
ャ
ン
ド
ル

の
煌
め
き
は
息
を
の
む
美
し
さ
で
写
真

に
納
め
よ
う
と
多
く
の
方
が
カ
メ
ラ
を

構
え
て
い
ま
し
た
。
天
池
だ
か
ら
作
り

秋
山
協
力
隊
通
信
vol.29

　

お
も
て
な
し
す

る
機
会
が
少
な
く

出
会
い
が
少
な
い

た
め
お
客
様
が
と

て
も
少
な
い
よ
う

に
感
じ
て
し
ま
う

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

お
客
様
の
少
な

い
雨
の
日
、
物
販

を
し
て
い
て
私
は

全
く
売
り
つ
け
る

つ
も
り
で
は
な
く

普
通
に
お
客
様
と

会
話
を
楽
し
ん
で

い
た
の
で
す
が
お

客
様
は
こ
の
出
会

い
に
感
激
し
た
と
、

袋
い
っ
ぱ
い
に
お

土
産
を
お
買
い
上

げ
い
た
だ
き
笑
顔

で
手
を
振
り
な
が

ら
お
帰
り
に
な
り

ま
し
た
。

　

他
に
も
た
く
さ

ん
の
お
客
様
と
楽
し
い
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
頭
に
浮
か

び
心
が
温
か
く
な
り
ま
す
。
秋
山
地
区

に
と
っ
て
観
光
は
生
活
を
支
え
る
と
て

も
大
切
な
産
業
だ
と
感
じ
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
本
当
に
お
客
様
の
気
持
ち
に
沿
っ

た
温
か
い
お
も
て
な
し
と
想
像
以
上
の

ワ
ク
ワ
ク
を
大
切
に
こ
れ
か
ら
も
ア
イ

デ
ィ
ア
を
生
か
し
挑
戦
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

杉
森 

奈
那
子
）
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インフルエンザの
予防について

　手洗いは手指などに付着したインフルエンザウィルスを物
理的に除去するために有効な方法であり、感染予防の基本で
す。また外出後の手洗い、うがいはインフルエンザの予防だ
けでなく、一般的な感染症の予防のためにも毎日の習慣とし
て行いましょう。

　マスクの着用は、他の人に感染を移さないためにも重要で
す。人に向かって咳やくしゃみをしないようにして、お互い
に感染を広げないようにしましょう。

　空気が乾燥するとのどの粘膜の防御機能が低下し、インフ
ルエンザにかかりやすくなります。寒い時期には暖房器具の
使用などにより空気が乾燥しやすくなりますので、加湿器を
使用するなどして適切な湿度（50～60％）を保つことも予
防に効果的です。

　インフルエンザワクチンは、感染の防止や感染した場合の
重症化防止に有効と報告されています。ワクチン接種後、効
果が現れるまでに通常約2～4週間程度かかりますが、その
後約5ヵ月間その効果が持続するとされています。

①手洗い・うがい

②咳エチケット・マスクの着用

③室内の適度な湿度保持

④インフルエンザワクチンの接種

　気温も下がり、インフルエンザが流行しやすい季節になっ
てきました。インフルエンザは発症後、多くの方は1週間
程度で回復します。しかし中には肺炎や脳症などの重い合
併症を患い、入院治療を必要とする方や亡くなられる方も
います。インフルエンザの予防について紹介します。
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　観光目的に来村されるお客様や住民の皆さんに村内商店
を広く回遊していただく目的でスタンプラリーを開催します。
スタンプ設置施設をめぐり、集めたスタンプで豪華景品や
非売品などの希少な商品をゲットしましょう！

■開催期間：11月5日（日）まで
※スタンプ台紙は、道の駅ファームス木島平や村観光協会など
で配布しています

■期日：平成29年12月23日㈯㈷　14:00開演（13:30開場）
■入場料：大人3,000円　高校生以下2,000円
　　　　 （当日券は500円増し）
　恋人割引・ご夫婦割引5,000円（前売券のみ。2席並びで購
入できます。2席並びの席がなくなり次第終了となります）

　やまびこ山頂から一気に滑り降りる！君はノンストップ
で滑り降りれるか！！
　11月25日(土)から降雪次第でスキー場オープン

【お問い合わせ・電話予約】飯山市文化交流館なちゅら
　　　　　　　　　　　　 ☎0269-67-0311

【問合せ】野沢温泉スキー場
　　　 　☎0269-85-3166
　　　　 URL　http://nozawaski.com

【問合せ先】木島平村産業企画室　☎0269-82-3111（内線201）
　　　　　 URL　http://kijimadaira.org/event/1255

この過酷さは
日本トップクラス？！

～ショパンの名曲とクリスマスへの誘い～
山本貴志ピアノリサイタル開催

　今年10月に「津南町タフマラソン」がニュー・グリーン
ピア津南を拠点に開催。このマラソンイベントは今回で第
4回目を迎え、県内外から約140名が参加しました。コース
はフルマラソン、ハーフ、ショートの3部門。最大の標高差
は552メートルとスタートして数分で過酷な上り下りを繰り
返す。走り切った参加者は達成感にひたりました。

秋の木島平をめぐり
豪華景品をGET！
2017秋のスタンプラリー

野沢温泉スキー場
やまびこ山頂 ⇒ スカイラインコース

直通コースＯＰＥＮ！

　長野市出身の山本貴
志氏によるピアノリサイ
タルを開催します。
　作曲家ショパンの名曲
とクリスマスにちなんで
深い祈りと安らぎを感じ
させる演奏をぜひお楽し
みください。

▲一斉にスタートを切ったフルマラソン参加者



編集後記

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関

飯 山 市 1 1 93

木 島 平 村 0 0 15

野沢温泉村 1 0 13

栄 村 0 0 10

管 轄 外 等 0 0 0

消えたかな　気になるあの火　もう一度

9月火災・救助・救急出動件数

十日町地域消防署との
応援協定による出動を
含みます。

飯山日赤　5
津南病院　1
そ の 他　4
不 搬 送　0

11月の納税等

最高気温 28.5℃ 9月18日（月）
最低気温 9.0℃ 9月29日（金）
平均気温 19.3℃ 総雨量 115㎜

世帯数 844世帯 前月比-2
総人口 1946人 -2

男 941人 -2
女 1005人 ±0

出生 1

死亡 5

転入 3

転出 1

世帯と人口（10月1日現在） 9月中の異動

栄村の気象（9月）
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月
	 

6
日（
月
）	
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室【
栄
村
役
場　

19
時
】

	

7
日（
火
）	
戦
没
者
追
悼
式【
か
た
く
り
ホ
ー
ル
】

	

10
日（
金
）	
防
火
教
室【
北
信
保
育
園
】

	

11
日（
土
）	

秋
の
防
火
パ
レ
ー
ド【
村
内　

8
時
】

	

13
日（
月
）	

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室【
栄
村
役
場　

19
時
】

	

14
日（
火
）	

園
開
放
日【
北
信
保
育
園　

9
時
】

	

15
日（
水
）	

箕
作
平
滝
大
橋
開
通
式【
小
箕
作　

10
時
】

	

18
日（
土
）	

県
縦
断
駅
伝

	

19
日（
日
）	　
　
〃

	

20
日（
月
）	

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室【
栄
村
役
場　

19
時
】

	

23
日（
木
）	

自
然
学
校【
栄
村
公
民
館　

9
時
】

	

27
日（
月
）	

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室【
栄
村
役
場　

19
時
】

	

28
日（
火
）	

園
開
放
日【
北
信
保
育
園　

9
時
】

	

2
日（
木
）	

お
達
者
会【
月
岡
公
民
館　

10
時
】

		


　

  

〃　

 【
白
鳥
公
民
館　

13
時
半
】

	

7
日（
火
）	

離
乳
食
教
室【
集
団
健
診
室　

10
時
】

	

8
日（
水
）	

お
達
者
会【
北
野
公
民
館　

13
時
半
】

	

9
日（
木
）	

お
達
者
会【
泉
平
公
民
館　

10
時
】

		


　

  

〃　

 【
箕
作
公
民
館　

13
時
半
】

	

15
日（
水
）	

お
達
者
会【
長
瀬
公
民
館　

13
時
半
】

	

22
日（
水
）	

お
達
者
会【
と
ね
ん
ぼ　

14
時
】

	

27
日（
月
）	

幼
児
健
診【
集
団
健
診
室　

13
時
】

	

30
日（
木
）	

子
育
て
相
談
日【
集
団
健
診
室　

9
時
】

		


お
達
者
会【
北
野
公
民
館　

10
時
】

		


お
達
者
会【
森
公
民
館　

13
時
半
】

12
月
5
日（
火
）	

お
達
者
会【
月
岡
公
民
館　

13
時
半
】

12
月
6
日（
水
）	

お
達
者
会【
白
鳥
公
民
館　

13
時
半
】

11行
事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

○固定資産税  ○国民健康保険税
○後期高齢者医療保険料
○村営住宅料　○教員住宅使用料
○ケーブルテレビ使用料
○合併浄化槽使用料　○保育料
○農業集落排水処理使用料
○温泉休憩所使用料  ○介護保険料
納期限は 11月30日（木）です

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

口座振替日
　農協・郵便局	 11月22日（水）
　八十二銀行・県信	 11月27日（月）

　先日、栄中学校へ桐の葉祭の取材に行きま
した。
　今年で40回目の節目の年ということで、生
徒会による新企画なども催されました。
　1日目の「体育ダンス発表」では、全校ダン
スから各学年の発表が続き、練習の成果を発
揮し、チームワークと勢いで会場を魅了して
いました。その中で1年生チームによる氣志團
の「One Night Carnival」の発表では、私た
ちも中学3年生の時に踊った曲で当時の自分
たちと照らし合わせながら、楽しむことができ
ました。裕
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栄
村

農
業
委
員
会
だ
よ
り

—発行—
栄村農業委員会

—編集—
農委編集委員会

※森川村長より任命書の交付

　

平
成
29
年
７
月
19
日
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
新
体
制
に
よ
る
農
業
委
員
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
に
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
公
選
法
か
ら
村

長
の
任
命
制
に
変
わ
り
、
7
月
20
日
に

森
川
村
長
よ
り
各
地
区
か
ら
農
業
委
員

の
推
薦
を
受
け
議
会
の
同
意
を
得
た
10

名
に
任
命
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

渡
辺
利
正
委
員
が
会
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
法
律
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ

た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
農

業
委
員
会
が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
各
地

区
か
ら
推
薦
を
受
け
た
4
名
に
、
渡
辺

会
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
役
割

は
、
担
当
区
に
於
い
て
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
・
解
消
を
推
進
し
ま
す
。
農
地

　

平
成
29
年
7
月
19
日
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
農
業
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
、
今

回
地
区
の
推
薦
を
い
た
だ
き
、
村
長
よ
り

農
業
委
員
の
任
命
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た

農
業
委
員
の
皆
様
よ
り
推
薦
さ
れ
、
会

長
職
を
任
命
さ
れ
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
皆
様
と
共
に
地
域
農
業
の
振

農
業
委
員
10
名
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

４
名
に
な
ら
れ
た
皆
様
を
紹
介
し
ま
す
。

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て
興
と
発
展
の
た
め
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

《
委
員
よ
り
一
言
》

　

前
期
か
ら
の
農
業
委
員
が
二
人
に
な

り
ま
し
た
。
渡
辺
委
員
長
と
私
で
す
。

新
し
い
委
員
の
方
が
増
え
て
、
新
鮮
な
見

方
で
栄
村
の
農
業
の
可
能
性
を
見
つ
け
て

も
ら
え
る
も
の
と
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

私
も
負
け
な
い
よ
う
に
初
心
に
帰
っ
て
勉

強
し
な
く
て
は
！

渡
辺 

利
正 

（
横
倉
）

委員６期目（前会長）
役職：会長・農地委員会

油
科 

恵
子 

（
平
滝
）

委員２期目
役職：会長職務代理・
　　  広報編集委員長

栄
村
農
業
委
員
会
が
新
体
制
に
な
り
ま
し
た

が
使
え
な
く
な
る
前
に
、
使
え
る
人
に

引
継
ぐ
た
め
に
地
域
の
農
業
者
と
の
話

合
い
を
通
じ
て
農
業
委
員
と
共
に
農
地

中
間
管
理
機
構
と
密
接
に
連
携
し
て
活

動
を
行
い
ま
す
。
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《
委
員
よ
り
一
言
》

　

自
分
以
外
の
農
業
の
事
、
或
い
は
農

政
の
事
は
全
く
知
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

日
々
勉
強
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

《
委
員
よ
り
一
言
》

　

栄
村
の
農
業
の
担
い
手
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
栄
村
農
業
の
発
展
の
た
め
農
業

委
員
の
立
場
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
だ
ら
け
で
す

が
頑
張
り
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

《
委
員
よ
り
一
言
》

　

当
村
の
主
要
な
産
業
で
あ
る
地
域
農

業
の
発
展
の
た
め
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
尽
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《
委
員
よ
り
一
言
》

　

委
員
と
し
て
頑
張
っ
て
勉
強
し
て
い
き

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

《
委
員
よ
り
一
言
》

　

農
業
委
員
一
年
生
で
す
。
皆
様
の
声
に

耳
を
傾
け
て
色
々
と
勉
強
し
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

《
委
員
よ
り
一
言
》

　

新
し
く
農
業
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

高
齢
と
な
り
農
業
を
辞
め
ざ
る
を
得
な

く
な
り
、
条
件
の
悪
い
農
地
が
荒
廃
し
て

い
く
ば
か
り
の
状
況
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

現
状
を
踏
ま
え
栄
村
の
農
業
の
可
能
性

に
一
歩
ず
つ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

樋
口 

金
也 

（
小
滝
）

委員１期目
役職：農地委員会

宮
川 

一
哉 

（
野
田
沢
）

委員１期目
役職：振興委員会・
　　  広報編集委員会

桑
原 

全
利 

（
北
野
）

委員１期目
役職：振興委員会長

中
村 

久
美
子 

（
長
瀬
）

委員１期目
役職：振興委員会・
        広報編集委員副会長

齋
藤 
元
一 
（
天
代
）

委員１期目
役職：農地委員会

廣
瀬 

秀
勝 

（
森
）

委員１期目
役職：振興委員副会長

《
委
員
よ
り
一
言
》

　

未
経
験
の
職
務
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
様
方
か
ら
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ

き
な
が
ら
少
子
高
齢
化
に
よ
り
深
刻
な

担
い
手
不
足
が
進
む
中
で
、
如
何
に
農

地
を
守
っ
て
い
く
か
共
に
考
え
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

《
委
員
よ
り
一
言
》

　

農
業
委
員
を
や
ら
せ
て
頂
く
事
に
な

り
ま
し
た
。
商
業
の
立
場
か
ら
農
業
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

島
田 

裕
水 

（
青
倉
）

委員１期目
役職：振興委員会・広報編
　　  集委員会・監事

樋
口 

秀
孝 

（
森
）

委員１期目
役職：振興委員会
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栄
村
収
穫
祭
に

　
　
　
　
出
店
参
加

　

10
月
21
日
（
土
）
栄
村
役
場
で
栄
村

総
合
文
化
祭
と
収
穫
祭
が
同
時
開
催
さ

れ
、
収
穫
祭
の
露
店
販
売
で
は
数
多
く

の
出
店
団
体
に
よ
る
自
慢
の
食
べ
物
や

新
鮮
野
菜
な
ど
の
販
売
や
試
食
が
行
わ
れ
、

そ
れ
を
求
め
て
、
村
内
外
か
ら
大
勢
の
お

客
さ
ん
が
訪
れ
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
栄
村
農
業
員
会
で
は
和
牛
串
焼

き
、
し
し
こ
し
ょ
う
、
き
の
こ
汁
の
露
店

販
売
を
行
い
ま
し
た
。
村
内
の
畜
産
農

家
の
牛
を
使
っ
た
和
牛
串
焼
き
は
大
変

好
評
で
、
３
０
０
本
用
意
し
た
串
焼
き

は
早
く
に
完
売
し
ま
し
た
。

《
委
員
よ
り
一
言
》

　

今
回
初
め
て
の
委
員
と
言
う
こ
と
で
す

が
、
農
業
発
展
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
努

め
て
参
り
ま
す
。

月
岡 

武
昭 

（
白
鳥
）

推進委員（初）
役職：農地委員会
担当地区：水内地区

《
委
員
よ
り
一
言
》

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
い
う

長
い
名
称
の
農
政
の
新
人
委
員
で
す
。

具
体
的
な
活
動
も
良
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

石
澤 

和
博 

（
志
久
見
）

推進委員（初）
役職：農地委員会・監事
担当地区：東部地区

《
委
員
よ
り
一
言
》

　

昭
和
48
年
に
秋
山
郷
へ
移
住
。
地
域

の
魅
力
に
誘
わ
れ
る
。
地
域
活
動
に
参
加
。

高
齢
化
と
共
に
農
地
の
衰
退
に
寂
し
さ

を
感
じ
、
農
業
を
観
光
に
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
な
い
か
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

相
澤 

博
文 

（
和
山
）

推進委員（初）
役職：農地委員会
        広報編集委員会
担当地区：秋山地区

《
委
員
よ
り
一
言
》

　

平
成
19
年
に
千
葉
県
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し

て
親
の
跡
を
継
い
で
農
業
に
従
事
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
栄
村
で
行
っ
た
事
の
な
い
集

落
が
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
各

地
域
の
事
を
知
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

齋
藤 
静
雄 
（
泉
平
）

推進委員（初）
役職：農地委員副会長
担当地区：西部地区

新たに新設された農業委員会の
農地利用最適化推進委員4名の紹介
　農業委員と連携して、担当する区域の農地利用の最適化推進活動を行います。
主な活動は、次のとおりです。
①遊休農地の発生防止・解消に向けた農地パトロールや、農地所有者への働きかけ。 
②担い手への農地集積を推進するため、農地の貸し手や借り手の掘り起こし活動。
③農地の権利移動等の申請地の現地確認や農業委員会定例会への出席。
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農
地
法
の
改
正
に
伴
い
、
農
業
委
員
と

新
し
く
創
設
さ
れ
た
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
に
な
り
ま
し
た
。
農
地
法
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
規
定
し
て
い
る
も
の
の
、

栄
村
農
業
委
員
会
で
は
委
員
も
推
進
委
員

も
協
力
し
て
仕
事
を
し
て
い
く
と
決
め
て

い
ま
す
の
で
、
農
地
利
用
の
こ
と
は
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

農
地
利
用
の
変
更
を
行
う
際
に
問
題
に

な
る
こ
と
が
多
い
の
が
、
土
地
登
記
で
す
。

所
有
者
変
更
の
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
と

煩
雑
な
事
務
が
発
生
す
る
こ
と
も
多
く
な

り
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
担
い
手
の
高
齢
化
、
農
業

人
口
の
減
少
、
耕
作
放
棄
地
の
激
増
と
い
っ

た
現
象
に
加
え
て
、
場
当
た
り
的
な
国
の

農
業
政
策
に
、
現
場
は
翻
弄
さ
れ
続
け
て

い
ま
す
。

　

数
千
年
に
渡
り
営
々
と
先
祖
の
人
々
の

大
変
な
努
力
に
よ
り
守
り
続
け
ら
れ
て
き

た
農
地
を
、
如
何
に
し
て
次
世
代
の
子
供

た
ち
に
引
継
い
で
い
け
る
の
か
、
私
た
ち
の

世
代
の
覚
悟
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
一
人
一

人
の
知
恵
は
小
さ
く
て
も
、
力
を
合
わ
せ

て
い
く
こ
と
で
光
が
見
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
お
手
伝
い
を
農
業
委
員
会
に

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
広
報
編
集
委
員
長　

油
科
恵
子
）

農業者の皆さん農業者年金をご存知ですか？

農業者年金 (担い手
　　　積立年金)

しっかり組み立て、がっちりサポート　安心で豊かな老後を

農業に従事する方なら広くご加入いただけます

メリットその１

加 入 資 格

メリットその2

メリットその3

メリットその4

少子高齢化時代に向いた積立方式の終身年金です。

保険料の額は自由に決められます。加入や脱退も自由！
（月額2万円から最高6万7千円まで）

年金は生涯支給されます。
（80歳までの保証付きの終身年金）
80歳までに亡くなることがあっても、
遺族に死亡一時金が支給されます。

所得税・住民税が節税になります。

①20歳以上60歳未満の国民年金第1号被保険者
②年間60日以上農業に従事していること

農
業
委
員
会
か
ら

　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

■
農
地
の
違
反
転
用
は
止
め
ま
し
ょ
う
！

　
農
地
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

　

農
地
を
農
地
以
外
に
用
途
を
変
更
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許
可
が

必
要
で
す
。
例
え
ば
田
や
畑
に
住
宅
建

築
や
駐
車
場
に
す
る
な
ど
で
す
。
自
分

の
農
地
で
あ
っ
て
も
無
断
で
転
用
し
た
場

合
は
罰
則
の
適
用
に
な
り
ま
す
。
農
業

委
員
会
に
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
直
接

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
農
地
を
相
続
し
た
場
合
に
は
「
農
業

委
員
会
へ
の
届
出
」
が
必
要
で
す
。

　

相
続
で
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
場

合
に
は
、
農
業
委
員
会
に
そ
の
旨
を
届

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
業
委
員

会
へ
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
農
地
の
利
用
で
お
困
り
の
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

自
ら
耕
作
で
き
な
い
な
ど
、
農
地
の

利
用
で
お
困
り
の
方
、
農
地
が
遊
休
化

す
る
前
に
、
地
元
の
農
業
委
員
や
農
業

委
員
会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

栄
村
役
場
産
業
建
設
課
内

　
農
業
委
員
会
事
務
局（
担
当  

小
林
史
好
）

　
☎
０
２
６
９-

８
７-

３
１
１
３
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　栄村一般会計について、歳入歳出決算に対す
る賛成の立場で討論をさせていただきます。
　歳入合計40億2,346万9,991円、歳出合計35
億7,495万2,329円、その内村税の収入総額は1
億 8,784 万 5,978 円でありました。これは歳入
歳出合計の内訳に対して4.6%でございます。少
ない自主財源の栄村ですが、多くの方々のお力
添えをいただき平成28年度決算を迎えたこと、
喜びに値するものでございます。
　1、2点賛成することについて述べさせていた
だきます。村民福祉の柱である民生費については、
4億4,700万円余でありました。村民の安心・安
全のためにきめ細かく歳出されておりました。
　次に、教育費について。学びの村として、また、
明日の希望のため、子どもたち、住民のために2

億2,300万円ほど支出されており
ました。この人口の少ない栄村に
とって教育の重要性を認識する中
で、しっかりと取り組んでいられることに敬意
を表します。村民の学びが栄村の明日に大きく
貢献するものと信じております。
　それと、1点気が付いたことは、商工費につい
ては、スキー場、それから振興公社など非常に
難しい課題を抱える中で、ここ複数年であらゆ
る角度から進むべき方向性が出るものと思います。
　最後に、公金等の不正利用、それから不正受
給等が世間で問題視される中で、栄村ではまっ
たく無く、前村長、そして現村長の計画、執行、
管理について敬意を表し、賛成討論といたします。

　平成28年度一般会計決算について賛成討論がありました。

◆一般会計決算　　
島田　伯昭　議員平成28年度  一般会計決算賛成討論

内容：○平成28年度一般会計・特別会計歳入歳出決算額　○賛成討論　○主な可決案件
　　 ○平成30年度予算樹立に関する提言書　○平成29年度予算推移　○陳情審査結果
　　 ○一般質問6名　○平成29年度上半期栄村議会活動報告

平成28年度  一般会計・特別会計  歳入歳出決算額
区　分 一般会計 特別会計（11会計）

歳入額 40億2,347万円 12億1,415万円
歳出額 35億7,496万円 11億5,083万円

　平成28年度一般会計決算並びに特別会計決算については、
議員全員起立（賛成）により認定されました。
※詳細については、広報さかえ10月号（第407号）2ページか
ら5ページを参照して下さい。
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区　分 当初予算 6月補正 7月補正 9月補正 現在の予算額 増減額 増減率（％）
一般会計 3,560,000 65,555 50,313 25,088 3,700,956 140,956 103.96

特別会計
国民健康保険
（事業勘定） 274,638 81 4,167 278,886 4,248 101.55

国民健康保険
（施設勘定） 139,330 ▲ 1,717 137,613 ▲ 1,717 98.77

秋山診療所 6,462 2,600 9,062 2,600 140.24
後期高齢者医療 30,237 30,237 0 100.00

介護保険 404,040 214 9,812 414,066 10,026 102.48
簡易水道 173,215 98 6,800 180,113 6,898 103.98
生活排水 78,252 78,252 0 100.00

農業集落排水 15,845 15,845 0 100.00
スキー場 105,392 4,712 4,712 4,519 114,623 9,231 108.76

ケーブルテレビ 22,408 4,788 27,196 4,788 121.37
合　計 1,249,819 1,285,893 36,074 102.89

◆平成29年度　栄村予算推移◆ 単位：千円

※▲は減額　※平成29年度から介護サービス特別会計は、業務が社会福祉協議会に移管となったため無くなりました。

7月臨時会・9月定例会　主な可決案件
案　件　名 内　　容

―7月臨時議会―
◆平成29年度栄村一般会計補正予算第2号

・森地区水道管洗浄事業費の不足よる繰出金、林道秋山線の地質調査委
託料及び分収造林委託料、7月1日の豪雨災害による復旧事業費など

・補正額：50,313千円
◆平成29年度栄村簡易水道特別会計補正予算第

2号
・森地区水道本管の管路延長増による管路清掃委託料
・補正額：6,800千円

―9月定例会―
◆平成29年度栄村一般会計補正予算第3号

・長野県派遣職員1名分の人件費負担金、高齢者センター車庫建設工事費
の減額、特産品開発に係る需用費及び業務委託料、トマト苑の冷凍庫
改修工事費、栄村秋山郷観光協会補助金、岳北広域行政組合分担金確
定による追加など

・補正額：25,088千円
◆平成29年度栄村国民健康保険特別会計（事業

勘定）補正予算第2号
・療養給付費等過年度還付、退職者医療交付金返還金
・補正額：4,167千円

◆平成29年度栄村国民健康保険特別会計（施設
勘定）補正予算第2号

・前年度繰越金確定等に伴う財源区分の変更
・補正額：変更なし　※歳入歳出総額：137,613千円

◆平成29年度栄村秋山診療所特別会計補正予算
第1号

・前年度繰越金の確定に伴い、その全額を医薬品費に充てるもの
・補正額：2,600千円

◆平成29年度栄村介護保険特別会計補正予算第
2号

・前年度介護給付費精算に伴う償還金など
・補正額：9,812千円

◆平成29年度栄村スキー場特別会計補正予算第
2号

・浄化槽修繕、リフト設備改修など
・補正額：4,519千円

◆平成29年度栄村ケーブルテレビ特別会計補正
予算第1号

・国道405号及び県道箕作飯山線の道路改良に伴う電柱の移転事業費
・補正額：4,788千円

◆栄村福祉医療費給付金条例の一部を改正する
条例の制定について

・長野県の福祉医療制度の給付方式は、現在、「償還払い方式」を採用
しているが、平成30年8月医療分から県下市町村一斉に中学校卒業ま
での対象年齢について、「償還払い方式」から「現物給付方式」を導
入することが示されたことにより、県の福祉医療給付方式の変更に
伴って生じる対象年齢条件の設定、手順の追加等を加える条例改正

◆栄村民住宅の設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

・東部志久見地区において改修、整備中の住宅及び車庫を村民住宅及び
共同施設として管理するため

―追加議案―
◆栄村営住宅の設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例の制定について

・公営住宅施行規則の一部改正が行われたため、本条例で引用している
条文の所要の改正をするため
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陳情件名 陳情内容 陳情者 審査結果

「全国森林環境税」
の創設に関する
意見書

　平成29年度税制改正大綱において、「市
町村が主体となって実施する森林整備等に
必要な財源に充てるため、個人住民税均等
割の枠組みの活用を含め都市・地方を通じ
て国民に等しく負担を求めることを基本と
する森林環境税（仮称）の創設」に関し、「平
成30年度税制改革において結論を得る」と
明記されたことから、森林・林業・山村対
策の抜本的強化をはかるための「全国森林
環境税」の早期導入を強く求める。

全国森林環境税
創設促進議員連盟　
会長　板垣　一徳
（新潟県村上市議会議員）

採択

※意見書案
として全員賛
成で可決
賛成議員9名

（議長除く）

陳情 審査結果

◆平成30年度 栄村の予算の樹立に関する
提言書を村当局へ提出◆

総務文教常任委員会

1．村民が希望の持てる村政施策を進めるため、人口減少に歯止めをかけ、交付
税の安定的確保に努めること。

2．財政調整基金を含むすべての基金の使途に関しては、地域住民に寄り添った
事業計画を立て、進めること。

3．村からの情報発信は積極的に実施し、観光・産業等地域の付加価値を高め、
併せて防災等は日々新しい情報を提供して地域の安心・安全に努められたい。

4．地域おこし協力隊の積極的増員を図り、地域の活性化を促すように進めること。
5．集落活性化を図るため、人口減少問題に知恵を出し合い、空き家対策など、

目標を定めて積極的に取り組むこと。
6．義務教育の更なる充実を図り、栄村独自の教育環境を作ること。
7．伝承文化・芸能・文化財保護に力を入れ、苗場山麓ジオパーク事業に積極的

に参画すること。

産業社会常任委員会

1．国保が都道府県単位の制度に改編される中、村民負担の増加が懸念される。
村民負担の増加がないよう、県との話し合いを進めると共に、村独自の負担
軽減策の検討を進められたい。

2．里山が活用されず、里山環境が劣化している現実がある。有害獣対策と結び
つけて、里山整備の施策を進められたい。また、その施策と雇用の創造、と
りわけ若者の雇用の創造を推進されたい。

3．平成30年度から農家戸別所得補償制度が完全廃止する中、栄村の稲作農家
の経営維持は極度に困難化する。ふるさと納税の活用策の見直しを含めて、
村独自の農家支援施策の創造・充実を図られたい。

4．各地区から要望が出ている村道（地区内道路）、用水路、河川・沢の維持・
改修について、具体的な年次計画を示し、その下で平成30年度の事業実施
に取り組むように求める。

5．自然環境の保全に留意しながら、自然エネルギーの活用策について具体化を
図られたい。

6．予算の執行においては、安易な費目間流用を戒め、かつ、予算執行が実現す
る成果をたえず明確に示すように努められたい。



住
ん
で
み
た
い
栄
村
を
念
頭
に
お

き
、
栄
村
「
時
代
館
」
に
つ
い
て

伺
う
。

村
は
「
ひ
ん
ご
遺
跡
」
の
出
土
品
な
ど
を

発
掘
す
る
中
で
、
栄
村
の
歴
史
、
文
化
、
伝

統
に
つ
い
て
価
値
、
重
要
性
、
ま
た
、
栄
村

の
将
来
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く

か
伺
う
。

「
ひ
ん
ご
遺
跡
」
に
つ
い
て
は
、

５
千
年
前
よ
り
人
々
が
栄
村
に
住

ん
で
い
た
歴
史
が
あ
る
。
ま
た
、
村
史
に
つ

い
て
は
県
立
歴
史
館
・
笹
本
館
長
を
は
じ
め

３
０
名
程
の
各
会
を
代
表
す
る
方
々
に
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
栄
村
の
未
来
を
想
像
す

る
栄
村
史
で
あ
り
、
栄
村
の
み
で
な
く
、
広

く
社
会
に
栄
村
を
知
っ
て
い
た
だ
く
村
史
を

考
え
て
い
る
。栄

村
史
へ
の
取
り
組
み
作
業
が
始

ま
り
、
併
せ
て
「
ひ
ん
ご
遺
跡
」

の
出
土
品
、
歴
史
書
物
、
生
活
用
品
、
食
文

化
な
ど
集
約
保
存
活
用
を
図
る
考
え
を
伺
う
。

基
本
的
に
は
歴
史
文
化
館
で

保
存
活
用
を
行
う
。
ま
た
、「
栄

村
物
産
館
」
を
「
栄
村
時
代
館
」
と
い
う
提

案
に
つ
い
て
は
、
物
産
館
管
理
者
、
関
係
す

る
方
々
等
協
議
す
る
の
が
肝
心
だ
。

津
南
町
と
栄
村
で
推
進
し
て
い
る

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
が
あ
る
が
、
出

発
、
終
着
駅
が
必
要
と
思
う
。「
物
産
館
」
が

良
い
と
考
え
る
。「
長
野
県
の
北
の
玄
関
口
・

栄
村
道
の
駅
」
と
し
て
覚
え
や
す
い
利
点
が

あ
り
、
特
徴
の
あ
る
差
別
化
し
た
栄
村
の
紹

介
に
つ
い
て
有
利
性
が
あ
る
。
道
の
駅
は
物

を
売
る
の
み
で
は
な
く
、
多
く
の
方
々
に
「
栄

村
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」「
何
が
あ
る
の
？
」

「
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
？
」
栄
村
に

関
心
を
持
て
る
国
道
１
１
７
号
線
を
活
用
し

た
交
流
基
地
で
あ
り
た
い
。
物
産
館
の
２
階

を
栄
村
の
時
代
の
ロ
マ
ン
に
参
加
し
体
験
で

き
る
施
設
「
時
代
館
」
と
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の

駅
と
共
に
素
晴
ら
し
い
栄
村
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
幸
せ
に
貢
献
す
る
。

人
口
減
少
の
歯
止
め
策
と
し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク

活
用
、
時
代
館
と
し
て
道
の
駅
物
産
館
の
充

実
を
進
め
る
考
え
を
伺
う
。

栄
村
は
千
年
も
万
年
も
維
持
さ
れ

な
け
れ
ば
と
の
思
い
で
あ
る
。
人

口
減
少
の
歯
止
め
を
掛
け
る
た
め
に
、
苦
し

み
な
が
ら
も
研
究
、
対
策
、
ま
た
計
画
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

震
災
で
福
島
第
一
原
発
が
大
き

な
被
害
を
受
け
た
廃
炉
が
完
了
す

る
に
は
１
０
０
年
掛
か
る
と
い
う
声
も
聴
く
。

そ
の
廃
棄
物
も
当
該
地
域
だ
け
で
処
分
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
多
方
面
に
協
力
を
求
め

て
い
る
と
い
う
。
木
島
平
村
に
は
打
診
が
あ
っ

た
よ
う
だ
と
人
づ
て
に
聞
い
た
が
、
当
村
に
は

そ
の
様
な
旨
の
話
が
き
て
い
な
い
か
。
ま
た
そ

の
様
な
時
の
対
応
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

今
日
ま
で
村
に
お
い
て
は
廃
棄
物

関
係
の
協
力
等
の
相
談
は
一
切
受

け
て
い
な
い
。
対
応
に
つ
い
て
は
当
然
国
が
中

心
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
電
力
会
社
も
株
式

な
の
で
関
係
者
の
協
議
に
よ
っ
て
方
向
が
決

ま
っ
て
く
る
も
の
と
思
う
。
村
独
自
の
対
応
に

つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
協
議
し
て
い
な
い
。
経

済
産
業
省
で
は
放
射
性
廃
棄
物
の
地
層
処
分

に
適
し
た
場
所
「
科
学
的
特
性
マ
ッ
プ
」
を

公
表
し
た
。
北
信
地
域
に
関
し
て
は
地
下
深

層
部
の
長
期
的
安
定
性
の
観
点
か
ら
好
ま
し

く
な
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
打

診
は
無
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
が
、

直
接
打
診
等
が
あ
れ
ば
近
隣
市
町
村
と
も
広

域
的
に
協
議
し
検
討
す
る
。

当
村
の
観
光
も
厳
し
い
状
況
で
、

な
か
な
か
上
昇
の
糸
口
が
見
え
な

い
と
こ
ろ
と
認
識
す
る
。「
観
光
あ
り
方
研
究

委
員
会
」
を
設
置
し
、
検
討
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
メ
ン
バ
ー
的
な
も
の
は
概
ね
伺
っ
た

が
、
ど
の
様
な
テ
ー
マ
で
進
め
て
い
く
の
か
。

将
来
的
に
秋
山
地
区
に
つ
い
て
は

宿
泊
客
を
１
万
人
か
ら
２
万
人
に

し
た
い
。
地
産
地
消
の
観
点
か
ら
秋
山
地
区

で
人
口
が
倍
に
な
り
、
宿
泊
客
が
増
え
れ
ば

栄
村
の
産
物
の
殆
ど
が
賄
え
る
と
考
え
る
。

ま
た
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
専
門
家
も
入
っ
て

い
る
の
で
、
村
内
の
経
営
者
等
と
併
せ
て
充

分
意
見
交
換
し
て
い
た
だ
き
、
栄
村
の
観
光

が
新
た
な
方
向
に
な
れ
ば
そ
の
様
に
も
っ
て
い

く
。
滞
在
型
だ
け
の
観
光
に
頼
ら
ず
、
栄
村

の
名
を
海
外
に
も
出
し
た
い
。
ま
た
奥
志
賀

公
園
栄
線
の
遅
い
閉
鎖
と
早
い
開
通
を
望
ん

で
い
る
が
、そ
れ
だ
け
で
も
観
光
客
が
流
れ
る
。

「
広
域
的
な
も
の
は
広
域
で
」
と
い
う
こ
と
で
、

協
議
会
の
正
規
立
ち
上
げ
に
も
取
り
組
ん
で

行
く
。
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６
月
の
一
般
質
問
で
「
防
災
計
画
、

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
す
」
と

言
っ
た
が
、
ど
う
な
っ
た
か
。
ま
た
、
職
員
研

修
を
ど
う
強
化
し
た
か
。
今
年
度
の
防
災
訓

練
の
計
画
は
。

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
見
直

し
を
計
画
し
て
い
く
。
防
災
訓
練
は

10
月
に
東
部
地
区
を
対
象
に
計
画
し
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
見
直
し
を
計
画

し
て
い
る
。
10
月
の
防
災
訓

練
に
全
職
員
を
参
集
す
る
。

消
防
団
の
処
遇
改
善
の
方
向
は
。

秋
山
地
区
に
も
救
急
車
を
配
置
し

た
い
と
の
公
約
の
実
現
状
況
は
。

消
防
団
の
必
要
性
、
活
動
状
況
か

ら
も
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。
秋

山
地
区
の
救
急
対
応
は
特
命
対
策
課
で
取
り

組
み
、
今
年
中
に
結
論
を
出
し
た
い
。

各
地
区
の
生
活
環
境
対
策
で
、「
買

い
物
対
策
と
し
て
移
動
購
買
車

を
」
と
公
約
し
て
い
た
が
、
状
況
は
。
ま
た
、

地
区
内
道
路
の
拡
幅
は
生
活
環
境
か
ら
も
避

け
て
通
れ
な
い
問
題
で
あ
る
が
、
地
元
負
担

金
の
見
直
し
は
。
公
営
住
宅
の
単
身
者
住
宅

に
つ
い
て
。居

宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方

は
社
協
で
対
応
し
て
い
る
が
、
商

店
街
ま
で
の
送
迎
対
策
か
移
動
購
買
車
か
は

社
協
で
研
究
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
。
社
協

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
関
係
機
関
と
協
議

を
し
て
い
く
。
公
営
住
宅
は
、
入
居
希
望
は

か
な
り
あ
る
が
、
空
き
家
対
策
と
一
緒
に
頭

に
入
れ
な
が
ら
取
り
組
む
。

地
元
負
担
金
は
15
％

に
引
き
下
げ
た
。
一

戸
当
た
り
の
限
度
額
も
５
万
円
か
ら
３
万
円

に
引
き
下
げ
た
。
こ
れ
で
要
望
に
沿
っ
て
整

備
し
て
い
く
。
公
営
住
宅
は
、
既
存
の
施
設

を
調
整
す
る
中
で
色
々
タ
イ
プ
を
変
え
た
り
配

置
等
も
考
え
て
い
く
。

震
災
復
興
基
金
の
活
用
を
見
直
し

て
地
元
負
担
金
に
充
て
ら
れ
な
い

か
。
買
い
物
対
策
も
含
め
各
地
区
か
ら
の
要

望
は
最
低
限
我
慢
し
て
の
要
望
と
踏
ま
え
、

更
に
踏
み
込
ん
だ
対
応
を
。

今
後
何
処
に
基
金
等
を
充
て
て
い

く
か
、
使
っ
て
い
く
か
協
議
し
た

上
で
負
担
金
率
等
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
。

台
風
８
号
接
近
時
の
８
月
８
日
、

大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
た
。
８
日

夜
も
村
内
放
送
を
通
じ
て
大
音
声
で
大
雨
警

報
が
発
令
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
大
雨
警
報
へ

の
対
応
を
訊
ね
た
い
。

７
月
、
８
月
、
警
報
が
か
な
り
出

て
い
る
。
警
報
ご
と
に
集
中
豪
雨
が

き
た
か
と
い
う
と
さ
ほ
ど
で
も
な
い
。
気
象
台

で
発
表
す
る
関
係
で
、止
め
ら
れ
な
い
放
送
だ
。

８
日
午
前
９
時
55
分
に
「
土

砂
災
害
警
戒
情
報
」
発
表
。

村
の
防
災
計
画
の
第
二
次
警
戒
配
備
に
当
た

り
、村
長
以
下
、全
課
長
で
「
臨
時
対
策
会
議
」

開
催
。
秋
山
地
域
で
非
常
に
雨
が
降
る
と
い

う
こ
と
で
、
秋
山
地
区
の
警
戒
体
制
を
中
心

に
し
た
。
土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
14
時
40
分

解
除
、
川
の
水
位
も
徐
々
に
下
が
り
、
17
時

00
分
時
点
で
第
二
次
警
戒
配
備
を
解
い
た
。

「
実
は
今
日
、
こ
う
い
う

状
況
を
把
握
し
て
、
村
は

こ
う
い
う
対
応
を
し
た
」
と
村
内
の
告
知
放

送
を
使
う
よ
う
な
形
で
伝
え
れ
ば
、「
警
報
は

出
た
け
ど
雨
は
降
ら
な
か
っ
た
」
の
繰
り
返
し

で
村
民
の
災
害
に
対
す
る
意
識
が
薄
れ
て
い

く
こ
と
を
防
げ
る
。
是
非
そ
の
点
工
夫
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

村
長
は
昨
年
９
月
、
秋
山
郷
の
宿
泊

客
を
２
倍
に
す
る
た
め
初
期
投
資
を

し
た
い
と
答
弁
し
た
が
、
今
来
て
下
さ
る
お
客

様
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
実
は
最
大
の
投
資
だ
。

雄
川
閣
の
廊
下
を
歩
く
と
き
し
む
。
襖
を

開
け
閉
め
す
る
と
襖
が
外
れ
る
。
畳
の
入
れ

替
え
も
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
。
雄
川
閣
は

村
の
施
設
だ
。
村
と
し
て
自
慢
で
き
る
レ
ベ
ル

の
施
設
と
し
て
絶
え
ず
維
持
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。対
応
が
非
常
に
遅
い
の
で
は
な
い
か
。

「
予
算
を
９
月
過
ぎ
て
残
す
な
。

最
悪
、
今
も
直
っ
て
い
な
け
れ
ば

大
至
急
や
れ
」
と
指
示
し
て
あ
る
。

雄
川
閣
を
建
て
替
え

す
る
の
か
、
改
修
す
る

の
か
が
決
ま
ら
ず
、
ど
の
程
度
ま
で
改
修
す
る

か
悩
ん
で
し
ま
っ
た
。順
次
改
修
を
進
め
た
い
。

営
業
し
て
い
る
以
上
、
最

高
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

な
か
っ
た
ら
、
地
に
堕
ち
て
し
ま
う
。
迷
う
余

地
は
無
い
。
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
来
ら
れ
る
お
客

様
に
失
礼
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
全
力
を
挙
げ

て
い
た
だ
き
た
い
。
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安
倍
首
相
は
「
改
憲
」
へ
体
制
固

め
を
一
層
強
め
る
中
で
、
憲
法
99

条
は
、「
天
皇
ま
た
は
摂
政
及
び
国
務
大
臣
、

国
会
議
員
、
裁
判
官
そ
の
他
の
公
務
員
は
、

こ
の
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義
務
を
負
ふ
」

と
規
定
し
て
い
る
。
村
長
と
し
て
自
ら
も
こ
の

規
定
を
自
覚
し
、
職
員
に
も
こ
の
規
定
を
守

る
こ
と
を
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
務
で

あ
る
と
考
え
る
。
安
倍
首
相
の
改
憲
発
言
を

ど
う
思
う
の
か
。

今
回
、
安
倍
首
相
が
色
々
な
こ
と

を
さ
さ
や
か
れ
た
り
、
ま
た
色
々
な

検
討
を
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
全
て
は
日
本

の
平
和
、
安
全
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思

う
。
最
終
的
判
断
は
国
民
が
す
れ
ば
い
い
と
、

私
は
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。
職
員
に
つ

い
て
は
国
家
権
力
側
に
い
る
。

憲
法
に
つ
い
て
は
、
長
い

間
、
平
和
憲
法
と
し
て
受

け
継
が
れ
て
い
る
。
現
在
も
日
本
国
憲
法
と

し
て
世
界
に
誇
れ
る
も
の
で
あ
る
。

若
い
人
た
ち
の
採
用
を
真
剣
に
考

え
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
除
雪
体

制
、
高
齢
化
世
帯
の
増
加
、
異
常
気
象
に
伴

う
大
雪
。
大
雪
は
災
害
で
あ
る
。
村
の
直
営

除
雪
体
制
は
ど
の
よ
う
な
対
策
な
の
か
。

村
に
い
る
方
に
お
願
い
し
て
、
１

年
を
通
し
て
の
仕
事
は
、
栄
村
と

し
て
雇
用
の
確
保
は
で
き
る
。
た
だ
人
員
を

募
集
し
て
も
来
な
い
。
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
も
作
業
い
た
だ
く
人
の
確
保
が
大
変

で
あ
る
。
昨
年
度
か
ら
「
栄
村
資
格
取
得
支

援
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」
を
設
け
て
い
る
。

除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
充
分
研

究
し
て
い
た
だ
き
、
村
の
直
営
班
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
ほ
し
い
。

同
計
画
に
よ
る
と
村
の
施
設
は
順

次
更
新
の
時
期
を
迎
え
る
が
、
経

費
は
増
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
施
設

維
持
に
ど
の
位
の
費
用
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

の
か
。
ま
た
、
村
に
は
15
億
円
の
財
政
調
整

基
金
が
あ
る
が
、
今
の
村
民
の
た
め
に
使
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

財
政
面
に
お
い
て
全
て
の
個
別
管

理
計
画
が
策
定
で
き
た
時
点
で
統

廃
合
な
ど
研
究
す
る
。

財
政
面
を
踏
ま
え
て
、
統
廃

合
を
５
年
後
の
個
別
施
設
管

理
計
画
の
見
直
し
時
に
役
立
て
る
。
計
画
で

は
年
平
均
12
億
７
千
万
円
の
費
用
が
掛
か
る

が
、
本
年
度
の
修
繕
、
更
新
費
用
は
１
億
円

と
な
っ
て
い
る
。

来
年
４
月
か
ら
国
保
の
保
険
者

が
、
栄
村
か
ら
長
野
県
に
な
る
が
、

保
険
料
は
ど
う
変
わ
っ
て
く
る
の
か
。

保
険
料
の
大
幅
な
上
昇
に
な
ら
な

い
よ
う
に
研
究
す
る
。

来
年
１
月
に
栄
村
が

長
野
県
に
納
付
す
る

額
が
決
定
さ
れ
る
。
従
前
の
保
険
料
と
の
差

額
が
発
生
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
時
点
で

は
未
定
。
当
分
の
間
、
村
の
国
保
運
営
協
議

会
に
図
り
決
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

介
護
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て
、

再
三
に
渡
り
財
政
的
な
措
置
を
含

め
提
案
し
て
き
た
が
、
明
解
な
答
弁
を
い
た
だ

き
た
い
。

介
護
給
付
事
業
が
増
え
る
に
つ
れ

保
険
料
は
上
が
る
。
将
来
に
渡
っ

て
の
計
画
を
見
て
軽
減
に
つ
い
て
研
究
し
た

い
。
ま
た
色
々
な
ア
イ
デ
ア
等
い
た
だ
い
た
の

で
、
高
齢
者
の
介
護
保
険
料
の
負
担
の
軽
減

を
考
え
た
い
。
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安
倍
首
相
「
改
憲
」
へ
体
制

固
め
、
憲
法
違
反
に
つ
い
て

質
問
質
問

質
問
質
問 国

民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

村
長
村
長

安
倍
首
相
の
「
改
憲
」

発
言
を
ど
う
思
う
か
。

全
て
は
日
本
の
平
和
、

安
全
を
つ
く
る
と
い
う

こ
と
だ
と
思
う
。

齋
藤
康
夫
議
員

村
長
村
長

村
長
村
長

村
長
村
長

質
問
質
問

齋
藤
議
員

齋
藤
議
員

齋
藤
議
員

齋
藤
議
員

除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
確
保

と
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

総
務
課
長

総
務
課
長

村 長

公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
が
ま
と
め
ら
れ

た
が
、そ
の
必
要
性
は
。

個
別
の
見
直
し
計
画
を
順
次

進
め
る
。必
要
に
応
じ
て
更

新
、統
廃
合
を
研
究
す
る
。

上
倉
敏
夫
議
員

村
長
村
長

質
問
質
問

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
に
つ
い
て

質
問
質
問

住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

村 長
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栄村議会活動報告

◆全員協議会（村長提出）

◆全員協議会（議長提出）

◎平成29年4月から9月までの村長並びに議長提出の「議会全員協議会」で議論された項目内容をお知らせします。

村長から依頼を受けて議長が招集し、行政上の重要問題等について議会の意見を聞くための協議会です。

議員全員で協議します。基本的に月一回開くことにしています。

開催月 内　　容

5月22日

◎栄村下水道事業の経営戦略の概要説明
　平成29年度から平成38年度までの10年間の生活排水処理事業及び農業集落排水処理事業について将来にわ

たって、安定的な事業を継続していくために、中長期的な基本計画である経営戦略の作成が必要であり、地方
公共団体に作成が要請されている旨、産業建設課より説明。

―議員各位より―
　将来において使用料の料金改定も検討される中、村民の意見を聞く機会を設けてほしい。
　浄化槽等を設置した後空き家となってしまった場合の料金はどうなるのか。
　（現状、利用者からの申請により、使用停止等の措置により料金は徴収しない）
◎栄村ふるさと復興支援金について説明
　「栄村総合振興計画」の目標である「知恵と和で築く日本一安心できる村」づくりを進めるため、村民自らの

知恵と工夫により自主的かつ主体的に取り組み、集落の復興及び発展に寄与する事業に要する経費に対し、
予算の範囲内で栄村ふるさと復興支援金を交付する。

　交付対象は「集落」、交付対象事業・経費等は別に定める。
　支援金の実施期間は平成29年度から平成33年度（5年間）(平成29年度予算額は30,000千円)、補助率ソフ

ト／ハードとも4 ／ 5以内

7月18日

◎栄村温泉共通入浴券廃止について
　村長より温泉共通入浴券と入浴料金について議員各位から意見及び提案をいただきたい旨、依頼があり、担当

課長より詳細説明を受けた。
　担当課長からは今まであった栄村が所有する温泉すべてに使えた温泉共通入浴券の廃止をし、新たに施設ごと

に温泉券を販売すること等の提案説明があった。また、入湯税についても一部見直しをしたい旨説明。
　公社関係の年間券については、理事会において検討中であるが、現時点では公表できない。

8月9日

◎栄村温泉共通入浴券見直しについて
　村長より7月18日の全協での協議について、数年前から議員各位からも「共通入浴券と振興公社経営の見直

しや村民の皆さんへの福利厚生事業としての平等性の見直し検討を」と言われて来たものであるので、入湯税
も含め考えたいということで再協議を願いたい。

　上記について担当課長より詳細説明を受けた。
　担当課からは上記も含めた観光行政に関する委員会の立ち上げを行うとのこと。
―議員各位より―
　反対の立場あるいは、ある程度賛成の立場から様々な質問、意見等があった。温泉条例の目的について整合性

を持って、また、村民の声を聞いて考えてほしい等の意見・提案が多数あった。

8月21日

◎栄村温泉共通入浴券見直しについて
　7月18日、8月9日に続いて3回目の全協。村長より議員各位から再度上記について
　村民の福利厚生も踏まえて審議提案願いたいとのこと。
　担当課長より再々度説明。共通入浴券の見直しを含めた料金改正と振興公社を共通入浴券から外す、公社独

自の年間券の販売をしたいとの説明。（長部局で過去2回の議員提案を踏まえ検討を重ねて来た。）
―議員各位より―
　前回同様、様々な角度から意見、提案等あったが、ある程度まとまった意見とはならず、様々な意見、提案を
長部局で検討し、そして9月定例会での議案審議に本件は委ねられることになった。

9月19日

◎H29.10.1改正　南越後観光バス(株)　津南～和山線路線バスダイヤ改正に伴うタクシー代行運行計画について
　村長より南越後観光バス(株)より相談を受けた10月1日からの秋山線ダイヤ改正に伴う村の代行運行計画につい

て説明し、協議いただきたい旨説明。住民福祉課長より相談のあった6月から本日に至るまでの詳細説明がされる。
　9月末までの一日7往復から朝晩を除く一日4往復の相談があり、村の対応は朝晩の2路線をタクシー代行運

行としたい。経費については9月中の専決処分を願いたい。
―議員各位より―
　村民の交通確保のため10月1日から代行運行が出来るよう進めていただきたい。しかし、経費については精査願いたい。

開催月 内　　容

5月22日

◎第17期議会議長の選挙
　福原和人議員　当選
◎第17期議会副議長の選挙
　阿部伸治議員　当選
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開催月 内　　容

5月22日

◎第17期議会議員の議席の決定、委員会構成等決定
議席
１番：島田伯昭議員　２番：月岡利郎議員　３番：相澤博文議員　４番：上倉敏夫議員　５番：齋藤康夫議員
６番：松尾眞議員　７番：保坂良徳議員　８番：桑原武幸議員　９番：阿部伸治議員　１０番：福原和人議員

常任委員会
総務文教常任委員会（５名）
委員長：保坂良徳議員、副委員長：月岡利郎議員、委員：相澤博文議員、上倉敏夫議員、福原和人議員

産業社会常任委員会（５名）
委員長：松尾眞議員、副委員長：齋藤康夫議員、委員：島田伯昭議員、桑原武幸議員、阿部伸治議員

議会運営委員会（４名プラス議長）
委員長：相澤博文議員、副委員長：松尾眞議員、委員：齋藤康夫議員、保坂良徳議員、福原和人（議長）

議会報編集委員会（５名）
委員長：齋藤康夫議員、副委員長：月岡利郎議員、委員：保坂良徳議員、桑原武幸議員、福原和人議員（議長）
※他に村等から委嘱される各種委員会の委員等の選出がなされた。

6月16日

◎7月議会全員協議会の日程調整
　7月18日（火）
◎北信地域議会親善球技大会について
　10月に山ノ内町で開催予定。
◎先進地視察地検討
　各常任委員会で中心となり検討することとする。
◎今後の定例会会期日程の検討（延長等の必要性）
　今後近隣の状況等も調べながら、議会運営委員会を中心に検討したい。
◎一般質問の手法について
　現在は一括質疑方式であるが、一問一答方式についても検討。議会運営委員会で詰める。

6月20日

◎6月定例会中、議案第41号、補正予算の中の栄村秋山郷観光協会の補助金等についての補足詳細説明を商工
観光課長より受ける。

―議員各位より―　
　詳細の説明を受けたが、不十分との意見あり。

7月18日

◎平成29年度研修視察について（各常任委員会で検討）
　総務文教常任委員会：自然エネルギーについて委員会で検討し8月の全協で提案。
　産業社会常任委員会：加工関係と獣害対策を中心に委員会で検討し8月の全協で提案。
◎今後の会期日程について
　7月の議会運営委員会で検討。相澤委員長から、近隣の状況等も踏まえながら29年度いっぱい時間をかけて

全員協議会の折に相談し、判断していきたい旨説明。
◎8月議会全員協議会の日程調整
　8月21日（月）
◎十日町市・津南町・栄村連携協議会メンバーの選出（5名）
　福原議長・阿部副議長・島田議員・月岡議員・上倉議員　選出

8月21日

◎平成29年度研修視察について
　総務文教・産業社会両常任委員会で検討したが、産業社会の意見により本年度は村内の視察を行うこととした。
（10月下旬から11月上旬を予定）

◎10月の議会全員協議会の日程について
　村内視察の日程に併せて行う。

9月6日

◎平成29年度長野県特別豪雪地帯指定市町村議会協議会総会について
　本年度は栄村の会場当番であり上記協議会総会が栄村で行われます。例年県への要望を行っており、9月定例

会期中に議題を決定することとし、昨年同様「県道秋山郷森宮野原停線早期改良について」及び「中条川及び
復旧治山事業の早期完了について」を強化項目として要望することになった。

◎北信州森林祭への参加について
　10月14日（土）基本全員参加
◎第30回北信地域議会議員親善球技大会について
　10月16日（月）山ノ内町会場、種目：マレットゴルフ、全員参加
◎平成29年度森林・林業・林産業活性化促進議員連盟視察研修について
　産業社会常任委員会で決定することとする。（後日、10月24日に須坂市の更新伐施業などの研修に決定）
◎農政審議会委員の推薦について
　齋藤康夫議員を推薦することとする。
◎森駅前から物産館までの連絡道路整備要望について
　森商工振興会長より要望があった。
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